
Ⅰ．はじめに

　雲仙普賢岳の近傍に位置する垂木台地では，１９９０年か

ら１９９５年の噴火活動の際に堆積した火山噴出物が大きな

侵食を受けずに残っている。この地における植生回復過

程を立地環境の変化と関連付けて長期間観測することに

より，自然の攪乱で植生を完全に失った土地での遷移の

機構解明や荒廃地の植生回復技術の構築に有用な情報が

得られると期待されている。遷移のごく初期の段階にあ

る現時点では，植生の成立基盤となる火山噴出物の堆積

様式の場所による違いと立地環境の関係を把握しておく

ことが重要である。堆積物の粒径組成を反映する地表の

礫量は，森林の再生に影響を及ぼす要因の一つと考えら

れ，十勝岳大正泥流跡地の森林の再生を調査した事例で

は，礫量と成立した林分のタイプに関連が認められてい

る（3）。ある程度の密度で存在する礫には，地面付近の

水・熱環境を穏やかにする作用があることが知られてお

り，荒廃地緑化で用いられる地表面礫被覆（礫マルチ）

ではこの効果を積極的に利用している（2）。一方，土層

に礫が多量に存在する場合，その分だけ養水分の貯留の

場となる細孔隙量が少なくなり，植物に十分な量の水と

養分の供給ができない可能性も考えられる。いずれの効

果が現れるにしても，礫量は植物の生育に大きく影響す

る要因となることが予想されるため，垂木台地における

礫量の分布を知ることは植生回復と立地環境の関係を解

析する上で必要と考えられる。

　以上を背景として本研究では，地表の写真撮影および

写真上に設けた一定間隔のメッシュ交点が礫上にある確

率により礫量を求める場合に，どのようなメッシュサイ

ズを用いれば地表の礫量を正確かつ効率的に求めること

ができるかを検討する。

Ⅱ．試験地の概要

　長崎県島原市の雲仙普賢岳の北東部に位置する垂木台

地に試験地を設定し，ここに長さ６００ｍのトランセクト

を設けた（図－１）。普賢岳周辺の堆積物の粒径組成と

堆積厚は，元の地形や火砕流本体の通過経路からの距離

に応じて場所により異なっており，おおむね火砕流本体

の通過経路の近くほど大きな礫が多い。このため，トラ

ンセクト上の位置により地表の礫の大きさと被覆率は大

きく異なっており，基本的に平成新山に近い部分では大

きな礫が多く被覆率も高いのに対して，遠い部分では礫

はほとんど見られなくなる傾向がある。

Ⅲ．研究方法

　広範囲の礫被覆率を把握する必要があるため，現場で

多地点の地表を１m×１mのサイズで写真撮影し，室

内でまとめて被覆率を求める方法を採用した。室内作業

では，写真に一定間隔のメッシュを設定し（図－２），

メッシュ中央の点が礫上にある確率を求め，粒径クラス

毎の被覆率を推定した（以下，この方法を「メッシュ

法」と呼ぶ）。この方法では，メッシュのサイズを小さ

くとれば実際の被覆率に近い推定値が得られるが，この

場合メッシュ数が多くなるので時間と労力がかかり過ぎ

る。そのため，なるべく少ないメッシュ数で「交点が礫

上にある確率＝礫被覆率」と見なせるメッシュ数を決め

る必要がある。そこで，４００，１００，２５の３通りのメッ

シュ数を設定し（一辺の長さは５ cm，１０ cm，２０ cm），

それぞれを試験地内の礫の大きさと量が異なる１４地点の

写真に適用することで精度と労力のバランスを検討した。

精度の検討では，対象となる礫を粒径クラス毎に可能な

限りていねいに色分けし，画像処理ソフトを用いて各色

のピクセル数を数えることによりクラス毎の面積割合を
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求める方法（以下，塗り分け法と呼ぶ）で求めた被覆率

を基準とした。なお，対象とした礫の粒径クラスの区分

は，FAOの土壌断面記載ガイドライン（1）に準拠し，最

も大きい方向のサイズにより２－６ cm，６－２０ cm，２０

－６０ cm，６０ cm以上とした。２cm以下の礫については，

写真上で読みとることが困難なため対象外とした。

Ⅳ．結果と考察

　図－３にメッシュ数が推定精度に与える影響を粒径ク

ラス毎に示す。メッシュ数４００の場合，全ての礫サイズ

区分において塗り分け法とほぼ同等の精度で被覆率を求

めることができた。メッシュ数１００の場合，全ての礫サ

イズ区分において，ほぼ塗り分け法による被覆率±１０％

の精度で被覆率を求めることができた。メッシュ数２５の

場合，２０ cm以下の礫の被覆率が塗り分け法による値か

ら大きく外れた。一枚の写真の処理に要する時間は礫の

量にもよるが，メッシュ数２５の場合が１０～２０分，メッ

シュ数１００の場合が２０～４０分で，メッシュ数４００の場合で

は９０～１２０分を要し，これは塗り分け法の場合とほぼ同

じである。精度と労力のバランスから判断すると，垂木

台地の礫量の把握にはメッシュ数１００が適当と判断する。
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図－３　メッシュ数と推定精度の関係


